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財政公表 （P2～3）

第一回内談町議会定例会 （P4）

個人情報保護法 （P5）

！ 緊張 一日  ―卒業式― ！ 緊張 一日  ―卒業式― 
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財

政

町税
2,297,801千円(32.6％)
町民税や固定資産税等、
町民の皆さんが納めているお金

地方交付税
2,110,000千円(30.0％)
地方自治体の税源の不均衡を調整し、
どの地域においても一定の行政サー
ビスを提供できるよう国から交付さ
れるお金

町債
497,300千円(7.1％)
事業推進のための借入金

繰入金
370,802千円(5.3％)
事業推進のため積立金から
取り崩すお金

国庫支出金
351,579千円(5.0％)
国が経費の負担割合に応じて
義務的に負担するお金

県支出金
276,222千円(3.9％)
県が経費の負担割合に応じて
義務的に負担するお金

地方消費税交付金
200,000千円(2.8％)
地方消費税を市町村の人口及び
従業者数に応じて交付されるお金

分担金及び負担金
197,108千円(2.8％)
町が特定の事業を行う場合、
利用者から徴収するお金

その他（諸収入、使用料及び
手数料、地方譲与税等）

744,188千円(10.5％)

民生費
2,001,728千円(28.4％)
身体障害者・老人・児童福祉等
福祉作業に使うお金

土木費
1,032,646千円(14.7％)
道路や公園整備、除雪対策などに
使うお金

教育費
993,746千円(14.1％)
小中学校や生涯学習、体育・
文化振興などに使うお金

公債費
937,473千円(13.3％)
町債の返済に使うお金

総務費
863,854千円(12.3％)
交通安全施設の整備や
選挙などに使うお金

衛生費
632,724千円(8.9％)
保健事業及びごみ処理などの
環境保全事業などに使うお金

消防費
222,907千円(3.2％)
防火水槽、消火栓などの防火施設の
維持管理などに使うお金

その他（議会費、農林水産業費等）
359,922千円(5.1％)

（ ）内は構成比一般会計歳入歳出予算額7,045,000千円

内談町の平成17年度当初予算が、第1回内談町議会定例会で可決され成
立しました。一般会計、特別会計（水道事業会計除く）を合わせた予算規模は、
140億6,410万円で、前年度当初予算に比べて3.3％減の予算となりまし
た。なお、当初予算は、義務的経費等を中心とした骨格予算を編成しました。
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財

政
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一般会計性質別内訳 一般会計当初予算額の推移

各会計予算額一覧 水道事業会計

歳出合計 
7,045,000千円 

扶助費 
846,759千円（12.0％） 
扶助費 
846,759千円（12.0％） 

人件費 
1,653,876千円（23.5％） 

公債費 
937,443千円（13.3％） 

物件費 
1,285,543千円（18.3％） 

繰出金 
1,083,900千円（15.4％） 

補助費等 
779,565千円（11.1％） 
補助費等 
779,565千円（11.1％） 人件費 

1,653,876千円（23.5％） 
人件費 
1,653,876千円（23.5％） 

公債費 
937,443千円（13.3％） 

物件費 
1,285,543千円（18.3％） 
物件費 
1,285,543千円（18.2％） 

繰出金 
1,083,900千円（15.4％） 
繰出金 
1,083,900千円（15.4％） 

その他 
457,914千円（6.5％） 

（ ）内は構成比

17年度当初 16年度当初 増減率 

7,045,000 
1,263,500 
30,400 
393,000 
31,200 

2,191,000 
2,043,000 
1,067,000 
7,019,100 
14,064,100

7,700,000 
1,323,000 
20,000 
491,000 
38,900 

2,009,000 
2,014,000 
950,000 
6,845,900 
14,545,900

△8.5 
△4.5 
52.0 

△ 20.0 
△19.8 
9.1 
1.4 
12.3 
2.5 

△3.3

 

 
公 共 下 水 道  
事 業 特 別 会 計  
霊 園 事 業  
特 別 会 計  
土 地 区 画 整 理  
事 業 特 別 会 計  
新 エ ネ ル ギ ー  
事 業 特 別 会 計  
国 民 健 康 保 険  
特 別 会 計  
老 人 保 険  
特 別 会 計  
介 護 保 健  
特 別 会 計  

17年度当初 16年度当初 増減率 

633,900 

629,950 

72,030 

145,130

633,100 

631,600 

124,570 

212,280

0.1 

△ 0.3 

△ 42.2 

△ 31.6
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平
成
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補
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○
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等

○
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町
霊
園
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

補
正
額

△
八
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

一
九，
二
〇
〇
千
円

・
事
業
費
確
定
に
よ
る
精
算
等

○
平
成
十
六
年
度
内
談
町
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

補
正
額

△
九
二，
八
三
〇
千
円

補
正
後
総
額

三
九
八，
一
七
〇
千
円

・
事
業
費
確
定
に
よ
る
精
算
等

○
平
成
十
六
年
度
内
談
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額

△
一，
七
六
〇
千
円

補
正
後
総
額

三
八，
九
四
〇
千
円

・
事
業
費
確
定
に
よ
る
精
算
等

○
平
成
十
六
年
度
内
談
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

補
正
額

△
七
三，
三
一
六
千
円

補
正
後
総
額

二，
〇
七
三，
〇
九
五
千
円

・
保
険
給
付
費
の
減
額
等

○
平
成
十
六
年
度
内
談
町
老
人
保
健
特
別
会

措
置
の
延
長

○
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
教
育
長
の
給
料
月
額
減
額
措
置
の
延
長

○
内
談
町
税
条
例
の
一
部
改
正

・
不
動
産
登
記
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

所
要
の
改
正

○
内
談
町
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
の
一
部

改
正

・
社
会
教
育
法
の
改
正
に
伴
う
公
民
館
運
営

審
議
会
の
廃
止
に
よ
り
社
会
教
育
委
員
の

増
員
拡
充
を
図
る

○
内
談
町
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
改
正

・
社
会
教
育
法
の
改
正
に
伴
う
町
の
公
民
館

運
営
審
議
会
廃
止

○
内
談
町
公
害
防
止
条
例
の
一
部
改
正

・
「
石
川
県
公
害
防
止
条
例
」
の
「
ふ
る
さ

と
石
川
の
環
境
を
守
り
育
て
る
条
例
」
へ

の
統
合
に
伴
う
所
要
の
改
正

○
内
談
町
農
業
委
員
会
委
員
定
数
条
例
の
一

部
改
正

・
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
う
委
員
定
数
の
改
正

○
内
談
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

・
消
防
法
及
び
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政

令
等
の
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正

○
石
川
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
組

織
及
び
規
約
の
変
更

・
市
町
村
合
併
に
伴
う
組
織
の
変
更
及
び
河

北
郡
市
地
方
税
整
理
組
合
解
散
に
伴
う
規

約
の
変
更

（注）
○
は
可
決
さ
れ
た
議
案

●
は
否
決
さ
れ
た
議
案

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額

一
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四
一
七
千
円

補
正
後
総
額

二，
〇
五
三，
二
二
一
千
円

・
医
療
給
付
費
の
増
額
等

○
平
成
十
六
年
度
内
談
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

補
正
額

二，
二
三
九
千
円

補
正
後
総
額

一，
〇
二
七，
一
四
五
千
円

・
保
険
給
付
費
の
増
額
等

○
平
成
十
六
年
度
内
談
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）

補
正
額

△
四
七，
九
六
一
千
円

補
正
後
総
額

八
〇
二，
八
七
二
千
円

・
事
業
費
確
定
に
よ
る
精
算
等

○
平
成
十
七
年
度
内
談
町
一
般
会
計
予
算
、

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
含
む
七
特
別

会
計
予
算
、
水
道
事
業
会
計
予
算

※
詳
細
は
二
〜
三
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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例

・
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長
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の
在
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間
を
三
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超
え
て
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任

し
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い
よ
う
努
め
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た
め
の
条
例
制
定

○
内
談
町
法
定
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公
共
物
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条
例

・
国
か
ら
譲
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を
受
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法
定
外
公
共
物
の

管
理
又
は
利
用
を
規
定
す
る
た
め
の
条
例

制
定

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
・
情
報
公
開
審
査
会
及
び
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員
報
酬
規
定
を
追
加

○
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

・
町
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
料
月
額
減
額

提
出
議
案

予
算
に
関
す
る
議
案

条
例
の
制
定
及
び
改
正
等

第一回内談町議会定例会が三月三日斥から十八日昔までの十六日間
の日程で開催され、慎重審議の結果提出三十議案のうち、平成十六年
度内談町一般会計補正予算（第五号）を含む二十八議案が可決され、内
談町長の在任期間に関する条例を含む二議案が否決されました。

平成17年

第一回内談町議会定例会
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個

人

情

報

4月1日  
個人情報保護法  
全面施行

4月1日  
個人情報保護法  
全面施行

事業者はどのようなルールを守ることになるのですか？ 

消費者はこの法律により何ができるようになるのですか？ 

近年、経済・社会の情報化の進展に伴い、官民を通じて、コンピュータやネットワークを利用
して、大量の個人情報が処理されていますが、個人情報は、その性質上いったん誤った取扱いを
されると、個人に取り返しのつかない被害を及ぼすおそれがあります。そこで、だれもが安心し
て高度情報通信社会の便益を享受するための制度的基盤として、平成15年5月に成立、公布さ
れた個人情報保護法が平成17年4月1日から全面施行されます。

個人情報取扱事業者は個人情報の利用目的を明らかにし、その範囲内で個人情報を
取り扱わなければならず、また、本人の同意を得ずに個人データを第三者に提供する
ことは原則禁止されます。これにより、予測のできない個人情報の利用や、身に覚えの
ない事業者等への個人情報の提供が防止されます。さらに、個人データの安全管理措置、
従業者や委託先への監督など個人情報の適正な取扱いに関するルールが適用されます。
なお、事業者が義務規定に違反して、不適切に個人情報を取扱っている場合には、事

業を所轄する主務大臣が、必要に応じて、事業者に対し勧告、命令等の措置をとること
となっており、事業者が命令に従わない場合には、罰則が適用されます。

個人情報の本人は、個人情報取扱事業者に対して、自分に関する情報の開示や訂正
等を求めることができるほか、事業者が法律の義務に違反して個人情報を取り扱って
いるときは、その利用停止等を求めることができます。
また、個人情報に関するトラブルや疑問は、事業者や、認定を受けた個人情報保護団

体による苦情対応のほか、地方公共団体、国民生活センターの苦情相談窓口などでご
相談いただけます。
なお、事業者には、法律の規定を遵守するほか、個人情報の保護に主体的に取り組む

ことが期待されますが、ご自分の大切な個人情報を守るためには、自分の情報をむや
みに提供しないようにするなど、「自分の情報は自分で守る」という意識を持つことも
必要です。

※詳しくは内閣府国民生活局ホームページ
〈http://www5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/index.html〉
をご覧ください。
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凧
・
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

日時 5月4日（水・休）【雨天決行・荒天中止】

開会式 午前9時30分～

大会 午前10時～午後3時

表彰式 午後3時～3時30分

会場 内談海水浴場特設会場

主催 内談町世界の凧の祭典実行委員会

日本の凧の会

石川テレビ放送

問い合わせ 牲286―6716

場所 内談町文化会館 大ホール

開催日 3月13日隻

第1部のコンサートでは、韓国胡弓ヘグム奏者、コ

ッピョルさんが奏でる優しい音色に、会場は清澄な雰

囲気に包まれました。演奏曲の中には、懐かしい“ト

ラジ”（韓国民謡）もあり、多くの来場者を魅了しま

した。

第2部の講演会では、元ノルディック複合日本代表

選手でスポーツキャスター・ライターの荻原次晴さん

が「『なりたい』ではなく『絶対になる』という強い

思いがないと、夢は叶わない」と自らの体験を交えて

話されました。特に荻原さんは、双子の兄・健司さん

が脚光を浴びてから、度々健司さんに間違われるよう

になり、自分の存在を示すために五輪出場を目指すよ

うになったことなどについてユーモアを交えて語られ

ました。

最後に、老若男女を問わず全ての人々がスポーツを

親しむ場所として、総合型地域スポーツクラブ「プラ

ッツうちなだ」の必要性を熱く語られ、有意義で楽し

いフォーラムとなりました。

そよ風が砂浜をただよう5月は、凧揚げに絶好の季節。こ

としもゴールデンウィークは、世界の凧の祭典でお楽しみく

ださい。

町の公民館、学校、子ども会、凧の会等で一生懸命つくっ

た凧を、すみきった大空に揚げてください。また、ご家族も

見学や応援に、そして凧揚げに、気軽にご来場ください。

なお、駐車場が混み合いますので、自動車でお越しの方は、

できるだけ乗り合わせでご来場ください。後日、チラシで町

内巡回バスの運行時間をご案内いたします。

2005 内談町生涯学習フォーラム

教育委員会 生涯学習課内 内談町世界の凧の祭典実行委員会事務局

風に乗り、風と遊ぶ…チャレンジザウインド

第17回 内談町世界の凧の祭典2005
17th UCHINADA WORLD KITE FESTIVAL 2005
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長
距
離
継
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・
ス
ポ
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平
成
１６
年
度
内
談
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ー
ダ
ー

研
修
に
参
加
し
て

長
原
光
穂

私
は
、
こ
の
２
日
間
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

べ
た
の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
。
私
は
内
談
町
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
し

て
小
さ
い
子
に
お
し
え
て
い
く
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
他
の
ス
ポ
ー
ツ
の
人
達
と
仲
よ
く
で
き
た

し
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

あ
と
た
く
さ
ん
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
内
談
町
に
は
、
平
成
１６
年
度
団
員
数
６

２
９
人
、
男
子
が
４
３
６
人
、
女
子
１
９
３
人
い

る
こ
と
が
初
め
て
分
か
っ
た
こ
と
で
す
。

私
は
、
グ
ル
ー
プ
全
員
の
意
志
や
、
気
持
ち
を

ま
と
め
て
、
す
る
こ
と
や
活
動
の
方
法
を
決
め
て
、

目
標
に
向
か
っ
て
グ
ル
ー
プ
全
員
が
活
動
で
き
る

よ
う
に
、
他
の
メ
ン
バ
ー
に
先
立
っ
て
活
動
で
き

る
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
、
下
の
子
に
や
さ
し
く
教

え
て
あ
げ
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
が
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
、

と
て
も
お
も
し
ろ
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ペ
タ
ン

ク
も
私
達
の
チ
ー
ム
が
勝
っ
て
よ
か
っ
た
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。

内
談
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が

３
月
５
日
、
６
日
の
日
程
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
４
月
よ
り
６
年
生
に
進
級
す
る
団
員
を
対

象
に
、
６
単
位
団
か
ら
３２
名
の
団
員
が
参
加
し
、

講
義
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
資
質
の
向
上
、
団
体
の
枠
を
こ
え
て
の

団
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

平
成
１６
年
度
内
談
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ー
ダ
ー

研
修
に
参
加
し
て

清
水
遼
介

リ
ー
ダ
ー
と
は
、
失
敗
し
た
仲
間
に
元
気
を
あ

た
え
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
年
上
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
い
ば
っ
た
り
し

た
ら
だ
め
な
こ
と
を
し
り
ま
し
た
。

研
修
で
ブ
ー
メ
ラ
ン
作
り
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

ペ
タ
ン
ク
を
し
ま
し
た
。
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
も
け
い

を
作
り
ま
し
た
。
つ
ば
さ
の
部
分
を
切
る
の
が
、

た
い
へ
ん
で
つ
ば
さ
の
角
度
を
１
２
０
度
に
す
る

の
も
た
い
へ
ん
で
し
た
。

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
ま
し
た
。

初
め
は
、
も
の
す
ご
く
き
ん
ち
ょ
う
を
し
た
け
ど
、

一
回
し
て
み
る
と
だ
ん
だ
ん
、
と
け
こ
ん
で
い
き

ま
し
た
。
跳
び
あ
が
り
、
着
地
の
と
き
に
す
わ
っ

た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ペ
タ
ン
ク
で
は
、
ま
け
て
ば
っ
か
り
で
く
や
し

か
っ
た
で
す
。
目
標
を
通
り
す
ぎ
て
い
っ
て
思
う

よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
友
達
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
。

平
成
１６
年
度

内
談
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ー
ダ
ー
研
修

1
部
男
子

優

勝

わ
が
ま
ま
倶
楽
部

準
優
勝

内
談
高
校
自
転
車
部
Ａ

第
3
位

水
泳
協
会
ボ
ー
イ
ズ

1
部
女
子

優

勝

水
泳
協
会
レ
デ
ィ
ー
ス

2
部
男
子

優

勝

内
談
中
陸
上
部
Ａ

準
優
勝

内
談
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
２
年
生

第
3
位

内
談
中
サ
ッ
カ
ー
部

2
部
女
子

優

勝

内
談
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｇ

準
優
勝

内
談
中
陸
上
部
Ｃ

第
3
位

内
談
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｆ

3
部
男
子

優

勝

内
談
少
年
サ
ッ
カ
ー
Ａ

準
優
勝

内
談
少
年
サ
ッ
カ
ー
Ｄ

第
3
位

内
談
エ
ン
ゼ
ル
ス
Ａ

3
部
女
子

優

勝

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

準
優
勝

鶴
ヶ
丘
少
年
剣
道
女
子

第
3
位

空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子

小
学
生
男
子
優
勝

橋
屋
義
一

小
学
生
女
子
優
勝

長
谷
美
亜

中
学
生
男
子
優
勝

北
川
琢
郎

中
学
生
女
子
優
勝

工
美
里

高
校
生
〜
19
歳
男
子
優
勝

松
林
優

20
歳
〜
29
歳
男
子
優
勝

飯
田
尚

30
歳
〜
39
歳
男
子
優
勝

門
論

40
歳
〜
49
歳
男
子
優
勝

中
川
泰
司

40
歳
〜
49
歳
女
子
優
勝

松
本
寿
美
江

50
歳
以
上
男
子
優
勝

北
川
重
樹

50
歳
以
上
女
子
優
勝

岡
田
雅
美

内
談
町
体
育
協
会
主
催
の
第
２２
回
内
談
町
長
距

離
継
走
大
会
が
３
月
２０
日
（
日
・
祝
）
に
、
町
サ

イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
発
着
と
し
、
サ
ン
セ

ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
談
を
通
過
す
る
１
区
間
３.５
㎞
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
強
風
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
１
部
か

ら
３
部
ま
で
の
団
体
５５
チ
ー
ム
と
個
人
３２
名
、
計

２
５
２
名
が
日
頃
か
ら
鍛
え
た
健
脚
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

成
績
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

第
２２
回
内
談
町
長
距
離
継
走
大
会
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話
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「

咲

 

飛

 

 

歌

…
…
」 

 

日

話 

 

行

見

日

話 

 

話

話 

花

日

話 

「

鳴

 

風

 

 

…
…
」 

 

日

話 

 

行

見

日

話 

 

こ
わ
せ
・
た
ま
み

〔
ユ
ー
モ
ア
詩
の
え
ほ
ん

か
ぞ
く
の
う
た
③

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
は
げ
頭
」

伊
藤

英
治

編

岩
崎
書
店
刊
〕

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

ブ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
で
子こ

ど
も
が
変か

わ
る

井
上

い
の
う
え

一
郎

い
ち
ろ
う

年
金

ね
ん
き
ん

２１
万
円

ま
ん
え
ん

の
海
外

か
い
が
い

暮ぐ

ら
し

実
現

じ
つ
げ
ん

ガ
イ
ド

立
道

た
て
み
ち

和か
ず

子こ

知ち

識し
き

ゼ
ロ
か
ら
の
敬け

い

語ご

マ
ス
タ
ー
帳

ち
ょ
う

弘
兼

ひ
ろ
か
ね

憲け
ん

史し

女じ
ょ

医い

の
花
道

は
な
み
ち

！

お
お
た
わ

史ふ
み

絵え

だ
れ
で
も
で
き
る
小ち

い

さ
な
風
車

ふ
う
し
ゃ

の

作つ
く

り
方か

た

松
本

ま
つ
も
と

文ふ
み

雄お

風
力
発
電

ふ
う
り
ょ
く
は
つ
で
ん

マ
ニ
ュ
ア
ル
２
０
０
５

牛
山

う
し
や
ま

泉
い
ず
み

鉢
花

は
ち
ば
な

の
基き

本ほ
ん

１２
か
月げ

つ

小お

黒ぐ
ろ

晃
あ
き
ら

私わ
た
し
の
人
生

じ
ん
せ
い

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

岸き
し

恵け
い

子こ

「
血
脈

け
つ
み
ゃ
く

」
と
私

わ
た
し

佐さ

藤と
う

愛あ
い

子こ

不ふ

良
定
年

り
ょ
う
て
い
ね
ん

嵐
山
光
三
郎

あ
ら
し
や
ま
こ
う
さ
ぶ
ろ
う

午
後

ご

ご

の
磔
刑

た
っ
け
い

花
村

は
な
む
ら

萬
月

ま
ん
げ
つ

ふ
し
ぎ
な
図と

書
館

し
ょ
か
ん

村
上

む
ら
か
み

春は
る

樹き

（
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

人
間

に
ん
げ
ん

の
証
明

し
ょ
う
め
い

東
映
株
式
会
社

と
う
え
い
か
ぶ
し
き
が
い
し
ゃ

羅ら

生
門

し
ょ
う
も
ん

角
川
映

か
ど
か
わ
え
い

画が

株
式
会
社

か
ぶ
し
き
が
い
し
ゃ

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
図
書
の
検
索
、
予
約
が
で
き

ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に

は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

牲
２
８
６
―
１
９
３
０

FAX
２
８
６
―
１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

図
書
館
情
報

●
『
お
り
お
り
に
和
暦
の
あ
る
く
ら
し
』

旧
暦
く
ら
し
研
究
会

著

春
の
お
花
見
、
端
午
の
節
句
、
秋
の
お
月
見
、
年
末
の
大
掃

除
な
ど
…
日
本
に
は
、
そ
の
季
節
、
節
目
に
あ
た
る
年
中
行
事

が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
和
の
暦
は
四
季
を
愛
で
、
自
然
と
共
に
暮

ら
し
た
先
人
た
ち
の
智
恵
が
生
き
て
い
る
。
自
然
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
知
り
、
和
の
暦
の
あ
る
暮
ら
し
を
、
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●

『
６０
歳
か
ら
の
働
き
方
』

小
学
館

編

独
立
、
起
業
、
開
店
な
ど
に
新
し
く
挑
戦
す
る
人
が
い
る
。

再
就
職
、
シ
ニ
ア
・
フ
リ
ー
タ
ー
職
種
カ
タ
ロ
グ
、
初
め
て
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
…
６０
歳
か
ら
の
新
し
い
仕
事
に
出
会

っ
た
７１
人
の
体
験
を
語
る
。
中
嶋
常
幸
、
弘
兼
憲
史
な
ど
著
名

人
か
ら
の
提
言
も
掲
載
し
て
い
る
。

●
『
池
波
正
太
郎
』

河
出
書
房
新
社

編

池
波
正
太
郎
、
没
後
１５
年
記
念
総
特
集
。
略
年
譜
の
他
、
単

行
本
、
大
成
未
集
録
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
池
波
と
常
磐

新
平
、
植
草
甚
一
、
萩
昌
弘
等
と
の
対
談
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。「
文
芸
」
別
冊
、「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ｅ
夢
ム
ッ
ク
」
シ
リ
ー

ズ
。

◎
土
曜
お
は
な
し
会

毎
月
、
第
二
土
曜
日
に
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

絵
本
や
紙
芝
居
を
、
親
子
で
聞
き
に
き
ま
せ
ん
か
？

日
時

４
月
９
日
（
土
）
午
前
１０
時
３０
分
〜

場
所

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

◎
子
ど
も
読
書
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

お
は
な
し
会
や
、
人
形
劇
（
人
形
劇
「
ら
く
だ
」）

な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
！

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
７
日
（
土
）
午
前
１０
時
３０
分
〜

場
所

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー
・
集
会
展
示
室

お
知
ら
せ
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消
防
だ
よ
り

火災・救急・救助は

119番

火災等情報案内

286－1999
（ケーブルテレビ9ch副音声）

２
月
１０
日
（
木
）
日
本
消
防
会
館

「
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
」に
お
い
て
、

第
五
十
七
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
向
陽
台
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
（
４
月
１
日
か
ら
は
向
陽
台

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
改
称
）
が
優
良

婦
人
消
防
隊
表
彰
を
受
賞
さ
れ
表
彰

旗
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
当
防
火
ク

ラ
ブ
は
結
成
以
来
、
家
庭
に
お
け
る

婦
人
の
代
表
と
し
て
「
一
人
ひ
と
り

が
家
庭
に
お
け
る
火
の
取
扱
い
責
任

者
で
あ
る
。」と
訴
え
、
日
頃
か
ら
の

火
災
予
防
に
対
す
る
思
い
と
努
力
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
３
月
１６
日
（
水
）
石
川
県

庁
に
お
い
て
、
消
防
庁
長
官
表
彰
の

知
事
伝
達
式
が
行
わ
れ
前
消
防
団
団

長

橋
本
満
氏
が
永
年
勤
続
功
労
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
橋
本
満
氏
は
、

昭
和
５０
年
４
月
に
内
談
町
消
防
団
に

入
団
し
て
以
来
、
消
防
精
神
に
徹
し

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
優
良
婦
人
消
防
隊
表
彰
受
賞

【
向
陽
台
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
】

消
防
庁
長
官
表
彰
式
永
年
勤
続
功
労
章
受
章

【
前
内
談
町
消
防
団
団
長
橋
本
満
】

☆
危
険
物
取
扱
者
と
は

私
達
が
日
頃
何
気
な
く
使
っ

て
い
る
危
険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
・

灯
油
・
重
油
等
）
は
、
一
つ
取

扱
い
方
法
を
誤
る
と
火
災
等
の

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

消
防
法
で
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
の
従
業
員
や
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
の
運
転
手
な
ど
、
一
定
数

量
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、

又
は
扱
う
施
設
で
は
、
危
険
物

取
扱
者
の
資
格
を
持
っ
た
人
が

必
要
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
資
格
を
取
得
さ
れ
る
方

は
、
受
験
願
書
が
内
談
町
消
防

本
部
に
あ
り
ま
す
の
で
お
越
し

下
さ
い
。

尚
、
受
験
日
時
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
内
談
町
消
防
本
部
予

防
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。牲

２
８
６
―

３
３
０
１

危
険
物
取
扱
者

受
験
案
内

旺
盛
な
責
任
感
と
勇
猛
果
敢
な
実
行

力
で
常
に
内
談
町
消
防
団
の
先
頭
に

立
ち
貢
献
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

両
表
彰
と
も
に
非
常
に
名
誉
あ
る

も
の
で
、
防
火
ク
ラ
ブ
の
会
長
の
久

下
か
つ
い
さ
ん
は
「
今
後
も
更
に
ク

ラ
ブ
員
同
士
協
力
し
あ
っ
て
地
域
の

防
火
意
識
の
普
及
、
高
揚
に
努
め
て

い
き
ま
す
。」と
気
持
ち
を
あ
ら
た
に

し
て
い
ま
し
た
。
橋
本
満
氏
に
あ
っ

て
は
、「
長
年
の
消
防
団
活
動
が
評
価

さ
れ
大
変
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
今
後
も
自
ら
率
先
し
て
火

災
予
防
に
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。」と
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

大
学
地
区
で

消
防
訓
練
実
施

春
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
３
月
２０
日
（
日
）
大
学
地
区
に
お

い
て
、
地
域
住
民
、
消
防
団
、
消
防
署

合
同
に
よ
る
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
内
談
町
を
震
源
と
し

た
直
下
型
地
震
が
発
生
し
、
公
民
館

一
階
湯
沸
し
室
か
ら
出
火
、
建
物
内

に
数
名
の
逃
げ
遅
れ
が
発
生
し
、
更

に
公
民
館
付
近
の
道
路
上
に
は
多
数

の
倒
木
が
あ
り
通
行
に
支
障
が
あ
る

と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
区

住
民
に
よ
る
通
報
訓
練
や
、
避
難
訓

練
に
始
ま
り
、
消
防
団
・
消
防
署
合

同
に
よ
る
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
も
同
時

に
行
わ
れ
、
ホ
ー
ス
の
延
長
や
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し
た
倒
木
の
排
除

作
業
に
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
張
感
が

み
ら
れ
た
訓
練
で
あ
り
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
に
は
八
十
出
町
長
の

講
評
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
消
防
団
員
の
指
導
の
下
、
地
域

住
民
を
対
象
と
し
た
消
火
器
を
使
用

し
て
の
初
期
消
火
訓
練
や
起
震
車
を

使
用
し
た
地
震
体
験
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
８
〜
９
割
は
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
防
止
の
た
め
に
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
一
般
の
住
宅
の
寝
室
等
に
は
設
置
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
す
。（
新
築
の
住
宅
等
は
平
成
１８
年
の
６
月
〜
、
既
存
の
住
宅
等

は
今
後
詳
細
が
決
ま
り
ま
す
。）

火
災
に
よ
る
死
者
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。
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皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

３
月
２１
日
席
、
向
粟
崎
小
学
校
の
卒
業
生
で
つ
く

る
同
級
生
の
会
『
卯
龍
会

う
り
ゅ
う
か
い

』
の
メ
ン
バ
ー
の
１１
人
に

よ
る
向
粟
崎
保
育
所
の
窓
拭
き
、
ワ
ッ
ク
ス
が
け
と

い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
向
粟
崎
保
育
所
出
身
で
、
自

分
達
の
子
ど
も
も
ま
た
向
粟
崎
保
育
所
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
な
に
か
お
手
伝
い
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
実
行
に
移
し
た
も
の
で
す
。

嬉
し
い
訪
問
を
う
け
た
夷
藤
向
粟
崎
保
育
所
長
は
、

「
自
分
達
が
通
っ
た
建
物
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
が
、
保
育
所
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
地
域

と
し
て
気
に
か
け
て
も
ら
え
る
こ
と
が
な
に
よ
り
嬉

し
い
」
と
感
激
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

２
月
１５
日
惜
、
鶴
ヶ
丘
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
「
鶴
寿
会

（
会
長：

石
川
重
美
）」
約
４０
名
が
鶴
ヶ
丘
東
公
民
館
に

お
い
て
、
防
犯
と
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
の
警
察
本
部
交
通
企
画
課
松
本
安
全
教
育
係
長
、

多
田
主
任
が
最
近
の
犯
罪
や
交
通
事
故
の
実
態
に
つ
い

て
説
明
し
た
後
、お
年
寄
り
と
婦
人
警
官
に
扮
す
る「
お

は
る
さ
ん
の
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
題
す
る
寸
劇
が
披
露

さ
れ
、
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
方
策
や
安
全
な
横

断
歩
道
の
渡
り
方
、
神
経
衰
弱
ゲ
ー
ム
や
目
の
錯
覚
に

つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

最
後
に
「
事
故
防
止
の
３
つ
の
秘
訣
」
と
「
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
体
操
を
取
り
入
れ
た
演
歌
」
を
合
唱
し
事
故
や

被
害
に
遭
わ
な
い
約
束
も
行
い
ま
し
た
。

「
鶴
寿
会
」
が
「
お
は
る
さ
ん
」
と
約
束

〜
防
犯
と
交
通
安
全
教
室
〜

内
談
町
社
会
教
育
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

向
粟
崎
保
育
所
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰
表
彰
を
受
賞

内
談
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

３
月
１２
日
析
、
石
川
県
体
育
協
会
会
議
室
で
行
わ

れ
た
石
川
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
委
員
総
会
席
上
に
お

い
て
、
内
談
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
標
記
の
日
本
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰
表
彰
盾
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

当
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
日
々
の
活
動
は
も
と
よ
り
、

県
内
外
の
交
流
、
交
歓
会
、
研
修
会
な
ど
に
参
加
、

選
手
の
指
導
育
成
を
図
り
、
郡
内
大
会
、
県
内
大
会
、

全
国
大
会
な
ど
へ
の
選
手
の
派
遣
を
積
極
的
に
行
い
、

ま
た
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
も
参

画
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

日

３
月
１３
日
隻
、
内
談
町
文
化
会
館
に
お
い
て
平
成

１６
年
度
内
談
町
社
会
教
育
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
式
は
、
町
社
会
教
育
の
振
興

の
た
め
に
、
献
身
的
な
活
動
を
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
そ
の
功
績
を
た
た
え
る

も
の
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

久
語

修
二
（
向
陽
台
）

日
詰

政
英
（
向
陽
台
）

重
島

由
男
（
鶴
ヶ
丘
北
）

中
村

ま
つ
え
（
鶴
ヶ
丘
北
）

横
谷

隆
行
（
宮
坂
）

澁
谷

睦
子
（
町
連
合
婦
人
会
）



こ
の
度
、
結
成
３５
周
年
を
む
か
え
る
内
談
町

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
、
町
に
対
し
『
健
康

推
進
車
す
く
す
く

ら
い
お
ん
号
』
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
新
生
児
訪

問
、
こ
ど
も
相
談
等
を
中
心
に
活
用
す
る
予
定

で
す
。

４
月
１６
日
に
は
文
化
会
館
に
お
い
て
海
上
自

衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊
、
内
談
中
学
校
吹
奏
楽
部
を

招
い
て
の
記
念
演
奏
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
が
整
理
券
が
必
要
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
、

役
場
庁
舎
や
地
区
公
民
館
で
整
理
券
を
お
求
め

の
う
え
、
そ
の
力
強
い
演
奏
を
楽
し
ま
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

３
月
１
日
惜
、
自
衛
隊
へ
の
入
隊
予
定
者
に

対
し
、
内
談
町
の
激
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
内
談
町
か
ら
の
入
隊
予
定
者
は
３

名
。八

十
出
町
長
、
中
川
町
議
会
議
長
、
自
衛
隊

石
川
地
方
連
絡
部
の
行
本
部
長
か
ら
「
厳
し
い

教
育
、
訓
練
を
乗
り
越
え
て
初
め
て
『
人
の
た

め
、
国
の
た
め
、
地
元
の
た
め
』
の
仕
事
が
で

き
る
。
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
励
ま
し
を

受
け
、
入
隊
予
定
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ

た
本
貴
行
君
は
「
郷
土
を
代
表
す
る
と
い
う
誇

り
を
胸
に
精
一
杯
が
ん
ば
り
た
い
」
と
力
強
く

答
え
ま
し
た
。
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内
談
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

牲
２
８
６
│

６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
談
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当

FAX
２
８
６
│

０
６
１
７

去
る
、
３
月
３
日
斥
ひ
な
祭
り
の
日
に
民
生
児
童
委

員
協
議
会
が
、
町
内
に
住
む
７０
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
方
２
６
０
人
に
お
弁
当
を
届
け
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
協
議
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、

高
齢
者
の
安
否
確
認
や
相
談
事
業
と
し
て
行
っ
て
お
り
、

受
け
ら
れ
た
方
々
よ
り
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
ま
し
た
。

祝
百
歳

和
澤

こ
と
さ
ん

一人
暮
ら
し
高
齢
者
に
お
弁
当
配
布

く
す
く

ら
い
お
ん
号

す

先
般
、
３
月
１０
日
斥
に
和
澤
こ
と
さ
ん

（
ア
カ
シ
ア
１
丁
目
）
が
、
め
で
た
く
満
百

歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
八
十
出
町
長
が
療
養
先
を
訪

問
し
、「
百
歳
お
め
で
と
う
、
こ
れ
か
ら
も

お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声

を
か
け
、
長
寿
祝
金
と
記
念
品
（
肖
像
画
）

を
手
渡
す
と
、
こ
と
さ
ん
は
笑
顔
で
応
え

て
く
れ
ま
し
た
。

こ
と
さ
ん
が
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
で
、
町
内
の
百
歳
以
上
の
方
は
４
名

と
な
り
、
平
成
３
年
の
内
談
町
長
寿
祝
金

条
例
制
定
か
ら
１０
人
目
と
な
り
ま
し
た
。

郷
土
の
誇
り
を
胸
に
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暮
ら
し
の
情
報

役 場 代 表 286－1111

町 民 部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建 設 課286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総 務 部
総 務 課286－6720
町史編さん室 286－6705
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税 務 課286－6706

企 業 局
水 道 課286－1115
新エネルギー開発対策室286－1115
下 水 道 課286－6718

出 納 室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図 書 館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働 く女性の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
蹟公共施設等管理公社286－1800
社会福祉協議会 286－6953

お問い合わせは
こちらまで

図
書
館
パ
ー
ト
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

図
書
館．

図
書
整
理
補
助
員

４
名

職
務
内
容
▼

返
却
図
書
の
配
架
や
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の

貸
出
補
助
、
図
書
全
般
の
整
理
業
務
な
ど

雇
用
期
間
▼

５
月
１
日
〜
平
成
１８
年
３
月
３１
日

応
募
資
格
▼

内
談
町
在
住
で
年
齢
６０
歳
ま
で
の
健
康
な

方
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
で
き
る
方
で
、
図
書

館
司
書
又
は
図
書
に
関
心
の
深
い
方
。

勤
務
時
間
及
び
条
件
▼

・
土
曜
日
・
日
曜
日
（
原
則
通
年

４
名
で

の
交
替
勤
務
）（
実
質
労
働
６
時
間
）

・
夏
休
み
期
間
（
７
月
２０
日
〜
８
月
３１
日

４
名
で
の
交
替
勤
務
）（
実
質
労
働
６
時
間
）

・
蔵
書
点
検
期
間
（
平
成
１８
年
１
月
中
２
週

間
）（
実
質
労
働
７
時
間
）

賃
金
▼
７
６
０
円
（
時
給
）

応
募
期
限
▼
４
月
１８
日
席

内
談
町
嘱
託
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

保
育
士

若
干
名

応
募
資
格
▼

保
育
士
免
許
保
有
者
で
５０
歳
以
下
の
方

普
通
自
動
車
免
許
保
有
者
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
で
き
る
方
。

※
年
齢
は
、
平
成
１７
年
４
月
３０
日
現
在

勤
務
条
件
▼

①
賃
金

月
額
１
３
６，
０
０
０
円

②
勤
務
日

原
則
月
〜
土
曜
日
（
週
休
２
日
）

③
そ
の
他

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険
有
、
そ
の
他
町
規
定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日
▼
５
月
１
日

応
募
期
限
▼
４
月
１５
日
昔

応
募
要
領
▼

総
務
部
総
務
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴

書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
試
験
▼

日
時
、
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

総
務
部
総
務
課
人
事
秘
書
室

４
月
１
日
か
ら
情
報
公
開
制
度
、

個
人
情
報
保
護
制
度
が

始
ま
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら
情
報
公
開
制
度
、
個
人
情

報
保
護
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
制
度
を
利
用

さ
れ
て
公
文
書
の
公
開
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
５
階
の
総
務
課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

な
お
、
情
報
公
開
の
対
象
と
な
る
書
類
は
平

成
１７
年
４
月
１
日
以
降
に
作
成
し
、
又
は
取

得
し
た
公
文
書
で
す
。
情
報
公
開
に
対
し
て

使
用
料
は
頂
き
ま
せ
ん
が
、
写
し
の
交
付
や

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
コ
ピ
ー
代
や

郵
送
料
を
負
担
し
て
頂
き
ま
す
。
詳
し
く
は

総
務
課
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
総
務
課

応
募
要
領
▼

生
涯
学
習
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書

等
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
試
験
▼

日
時
・
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
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勤
務
条
件
等
▼

①
勤
務
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
間

で
早
出
遅
出
勤
務
可
能
な
方
。

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
週
４０
時
間
勤
務

②
賃
金

面
接
に
よ
り
決
定

③
そ
の
他

社
会
保
険
有
り
、
他
福
祉
会
規

定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日
▼
５
月
１
日
隻

応
募
期
限
▼
４
月
２０
日
戚

応
募
要
領
▼

夕
陽
ヶ
丘
苑
で
交
付
す
る
申
込
書
に
資
格

証
明
書
を
添
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

試
験
日
時
及
び
方
法
▼

本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑

牲
２
８
６
―

９
９
１
１

一
般
家
庭
に
お
け
る
鳥
類
飼
育

実
態
調
査
に
つ
い
て

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
の

未
然
防
止
、
発
生
時
の
防
疫
対
策
等
の
観
点

か
ら
、
一
般
家
庭
に
お
け
る
鳥
類
（
ハ
ト
・

ア
ヒ
ル
・
カ
モ
・
チ
ャ
ボ
・
う
ず
ら
等
）
の

県
内
で
の
飼
育
状
況
を
把
握
す
る
た
め
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

鳥
類
を
飼
育
し
て
い
る
方
は
各
地
区
の
公

民
館
に
調
査
用
紙
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で

御
記
入
の
上
、
４
月
２２
日
昔
ま
で
に
公
民
館

へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
産
業
建
設
部
産
業
経
済
課

内
談
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

一
般
福
祉
職
員

１
名

応
募
資
格
▼

年
齢
３０
歳
ま
で
の
健
康
な
方
で
社
会
福
祉

士
及
び
普
通
自
動
車
免
許
保
有
者
で
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
で
き
る
方
。

勤
務
条
件
▼

①
給
料

月
額
１
７
１，
４
０
０
円

②
勤
務
日

原
則

月
〜
金
曜
日

③
そ
の
他

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険
有
、
そ
の
他
法
人
規
定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日
▼
５
月
１
日
隻

応
募
要
領
▼

内
談
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
交
付
す
る
願

書
、
履
歴
書
、
資
格
証
明
書
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
▼
４
月
１５
日
昔

面
接
試
験
▼

日
時
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
談
町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼
看
護
職
員

１
名

応
募
資
格
▼

正
看
護
師
資
格
を
有
す
る
年
齢
４０
歳
ま
で

の
方
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧
等
の

お
知
ら
せ

平
成
１７
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
に
係
る
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
価
格

が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
価
格
等
を
記
載
し
た
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
次
の

と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

ま
た
、
所
有
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
固

定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
５
月
に
送
付
し
ま
す
納
税
通
知
書

に
『
課
税
資
産
の
明
細
書
』
を
添
付
い
た
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

縦
覧
（
閲
覧
）
期
間
▼

４
月
１
日
昔
〜
５
月
３１
日
惜

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
（
閲
覧
）
場
所
▼

内
談
町
役
場
総
務
部
税
務
課
窓
口

持
参
す
る
も
の
▼

資
産
所
有
者
は
印
鑑
（
本
人
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）、

所
有
者
以
外
の
方
が
縦
覧
又
は
閲
覧
す
る
場

合
は
所
有
者
の
委
任
状
お
よ
び
来
庁
さ
れ
る

方
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

借
地
・
借
家
の
方
で
閲
覧
さ
れ
る
方
は
右

記
に
加
え
て
賃
借
契
約
書
等
の
証
明
す
る
書

面
が
必
要
で
す
。

※
固
定
資
産
税
の
縦
覧
及
び
閲
覧
に
つ
い
て

の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
部

税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

カ
ラ
ス
の
一
斉
駆
除
通
知

左
記
の
期
間
に
カ
ラ
ス
の
一
斉
駆
除
を
行

い
ま
す
。
該
当
日
に
は
駆
除
範
囲
に
近
付
か

な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

駆
除
期
間
▼
５
月
１
日
隻
〜
７
月
１０
日
隻

駆
除
日
▼
５
月
１
日
隻

６
月
５
日
隻

６
月
１９
日
隻

７
月
２
日
析

７
月
３
日
隻

７
月
１０
日
隻

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

駆
除
時
間
▼

日
の
出
時
刻
よ
り
午
前
７
時
こ
ろ
ま
で

（
７
月
２
日
の
み
午
前
８
時
か
ら
午
前
１０
時

ま
で
と
な
り
ま
す
）

駆
除
範
囲
▼
内
談
町
地
区

計
６
回

能
登
有
料
道
路
周
辺
農
地

―
向
粟
崎
、
大
根
布

県
道
高
松
、
内
談
線
周
辺
農
地

―
宮
坂
、
西
荒
屋
、
室

駆
除
方
法
▼

石
川
県
猟
友
会
河
北
支
部
出
動

銃
器
に
よ
る
駆
除

※
右
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
御
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く

牲
２
８
８
―

７
５
５
５

Ｊ
Ａ
金
沢
中
央

牲
２
９
１
―

５
０
０
０

Ｊ
Ａ
金
沢
市

牲
２
３
７
―

３
９
４
５
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牲
２
３
７
―

６
４
４
０

（
月
〜
金

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

対
象
者
▼

町
内
在
住
者
ま
た
は
町
内
勤
務
の
方

（
学
生
は
除
く
）

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
内
談

今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
「
ジ
ャ
ズ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
内
談
」
は
、
会
場
を
内
談

町
文
化
会
館
に
変
え
、
よ
り
一
層
力
を
入
れ

て
開
催
い
た
し
ま
す
。

出
演
は
、
石
川
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

”ピ
ラ
ミ
ッ
ド
“、地
元
バ
ン
ド
のC

am
elbird

、

内
談
中
学
校
吹
奏
楽
部
。
ま
た
、
今
年
の
目

玉
と
し
て
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
青
山
保
さ

ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

会
場
全
体
で
ジ
ャ
ズ
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て

S
w
ing

し
ま
せ
ん
か
？

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
程
▼
４
月
２４
日
隻

午
後
２
時
〜
４
時
３０
分

場
所
▼
内
談
町
文
化
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル

出
演
▼

石
川
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
”ピ
ラ
ミ
ッ

ド
“、
青
山
保
、Cam

elbird

、
内
談
中
学
校
吹

奏
楽
部

働
く
女
性
の
家
講
座
ご
案
内

☆
ペ
ン
習
字
教
室

楽
し
み
な
が
ら
美
し
い
字
が
マ
ス
タ
ー
で

き
ま
す

開
催
日
▼
５
月
２０
日
昔
〜

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
（
全
１８
回
）

時
間
▼
午
前
１０
時
〜
１２
時

講
師
▼
林

花
泉

受
講
料
▼
３，
０
０
０
円

持
ち
物
▼

普
段
使
っ
て
い
る
ペ
ン
、
ま
た
は
ボ
ー
ル

ペ
ン

定
員
▼
２０
名

応
募
締
切
▼
５
月
１３
日
昔

☆
ジ
ャ
ザ
サ
イ
ズ
教
室
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ダ
ン
ス
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
）

身
体
を
動
か
し
ス
ト
レ
ス
発
散

開
催
日
▼
５
月
１３
日
昔
・
１７
日
惜
・
２０
日
昔

２４
日
惜
・
２７
日
昔

全
５
回

時
間
▼
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

講
師
▼
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ウ

裕
子

受
講
料
▼
１，
５
０
０
円

持
ち
物
▼

タ
オ
ル
・
ウ
チ
履
き
シ
ュ
ー
ズ
・
バ
ス
タ

オ
ル
・
飲
み
物

定
員
▼
２０
名

応
募
締
切
▼
５
月
６
日
昔

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
働
く
女
性
の
家

（
鶴
ヶ
丘
東
保
育
所
と
な
り
）

費
用
▼
受
講
料
無
料

（
粘
土
代
、
焼
成
費
は
実
費
と
な
り
ま
す
）

募
集
定
員
▼
１０
名

申
し
込
み
方
法
▼

４
月
１１
日
席
〜
２０
日
戚

午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
）

※
た
だ
し
、
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
講
生
の
決
定
▼
４
月
２５
日
以
後
に
本
人
に

直
接
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

簡
単
な
英
語
で

パ
ト
リ
シ
ア
と
話
そ
う
！

英
語
初
心
者
を
大
歓
迎
！

ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
と
５０
単
語
ぐ
ら
い
を
知
っ
て
い
る
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
！

時
間
▼
火
曜
日

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

（
月
２
回
）

場
所
▼
役
場
会
議
室

定
員
▼
２０
人

資
料
代
▼
３，
０
０
０
円
（
１０
回
）

初
回
▼
平
成
１７
年
４
月
２６
日
惜

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

国
際
交
流
員

パ
ト
リ
シ
ア
・
パ
ン

牲
２
８
６
―

６
７
１
６

６５
歳
か
ら
６９
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
談
町
で
は
６５
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
１５
年
５
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方

注：
６５
歳
に
な
ら
れ
る
方

で
障
害
手
帳
１
級
・
２
級
・
３
級
及
び
療
育

Ａ
・
B
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
該
当
し

ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
４
月
２１
日
斥

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保

険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の

口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会

保
険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で

き
ま
す
。

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
保
険
年
金
課

陶
芸
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

陶
芸
に
興
味
の
あ
る
方
、
陶
芸
教
室
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

内
談
町
陶
芸
教
室
で
は
次
の
要
項
で
参
加

者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

教
室
開
催
日
時
▼

平
成
１７
年
５
月
〜

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
か
ら
３
時

場
所
▼
内
談
町
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

鶴
ヶ
丘
３
丁
目
１
５
３
番
地



2005.4.5.（15）

暮
ら
し
の
情
報

対
象
▼
現
在
妊
娠
中
の
方

場
所
▼
鶴
が
丘
乳
児
保
育
園

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
い
ず
れ
も
４

月
１８
日
席
〜
２２
日
昔
の
５
日
間
、
直
接
園
に

申
し
込
み
下
さ
い
。

牲
２
８
６
―

０
１
３
３

内
談
町
長
杯

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

開
催
日
▼
５
月
８
日
〜
２９
日
の
う
ち
１
日

開
催
場
所
▼
内
談
海
岸

開
催
方
法
▼

主
催
者
判
断
に
よ
り
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
方

式
（
毎
週
日
曜
日
）

ク
ラ
ス
▼

ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
２
種
、
シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド

２
種
、
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
１
種

参
加
費
▼
２，
０
０
０
円
程
度

主
催
者
▼
内
談
波
乗
り
愛
好
会

共
催
・
後
援
▼

内
談
町
、
内
談
町
教
育
委
員
会
、
北
國
新

聞
社
、
エ
フ
エ
ム
石
川

※
大
会
当
日
に
は
海
岸
清
掃
に
よ
る
美
化
運

動
も
実
施
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
波
乗
り
愛
好
会

代
表

牲
０
９
０
―

３
３
５
６
―

０
８
１
０

「
お
や
こ
ペ
ア
・
ル
ー
ム
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か

鶴
が
丘
乳
児
保
育
園
で
は
、
地
域
の
子
育

て
支
援
を
目
的
に
親
子
ペ
ア
・
ル
ー
ム
を
開

き
ま
す
。

ペ
ア
・
ル
ー
ム
は
、
お
子
さ
ん
と
保
護
者

が
色
々
な
遊
び
や
体
験
を
通
し
て
、
ご
自
分

の
子
育
て
の
参
考
に
し
て
頂
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
年
は
新
た
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ー
ス
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。
尚
、
以

前
利
用
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

１
歳
児
コ
ー
ス

期
間
▼

平
成
１７
年
５
月
〜
平
成
１８
年
２
月
迄

（
９
回
コ
ー
ス
）

時
間
▼
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

対
象
児
▼
１
歳
児
と
そ
の
保
護
者

（
平
成
１５
年
４
月
３
日
〜
平
成
１６
年
４
月
２

日
生
れ
）

条
件
▼
月
１
回
で
合
計
９
回
出
席
可
能
な
方

（
４
月
、
８
月
、
３
月
除
く
）

場
所
▼
鶴
が
丘
乳
児
保
育
園

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ー
ス

期
間
▼

平
成
１７
年
５
月
〜
平
成
１８
年
２
月
迄

（
５
回
コ
ー
ス
。
月
は
未
定
）

時
間
▼
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

っ
て
お
り
、
所
在
地
の
市
町
村
へ
登
録
を
し

ま
す
。

◎
引
っ
越
し
な
ど
で
他
の
市
町
村
か
ら
移
動

の
場
合
や
、
飼
い
主
が
変
更
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
交
付
を
受
け
て
い
る
鑑
札
を
添

え
て
所
在
地
等
の
変
更
届
け
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
犬
が
死
亡
し
て
既
に
飼
っ
て
い
な
い
方
は
、

犬
の
死
亡
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
迷
い
犬
等
で
犬
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
も
、

す
ぐ
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
▼
町
民
部
保
健
セ
ン
タ
ー

ア
カ
シ
ア
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
祭

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

花
香
る
”
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ロ
ー
ド
“で
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ア
カ
シ
ア

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
祭
。
会
場
内
で
の
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
▼
５
月
１５
日
隻

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）

場
所
▼
内
談
町
林
帯
遊
歩
道
内

申
し
込
み
締
切
り
▼
５
月
２
日
席

詳
細
▼
内
談
町
文
化
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

狂
犬
病
予
防
注
射
・
新
規
登
録

手
続
き
ご
案
内

狂
犬
病
予
防
注
射

（
集
合
注
射
）
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
登
録
し
て
な
い
犬
を

お
飼
い
の
方
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射

と
同
時
に
犬
の
登
録
が
で
き
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
・
犬
登
録
に
係
る
費
用
▼

注
射
手
数
料

３，
０
０
０
円
（
注
射
料
含
む
）

登
録
手
数
料

３，
０
０
０
円

（
※
注
射
と
登
録
を
同
時
に
さ
れ
る
場
合
は

６，
０
０
０
円
）

◎
都
合
で
、
集
合
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で

お
受
け
く
だ
さ
い
。

◎
犬
の
飼
い
主
は
、
犬
を
飼
っ
た
日
（
生
後

９１
日
以
降
の
犬
が
対
象
）
か
ら
犬
の
登
録

と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
に

よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
犬
の
登
録
は
、
一
生
涯
一
度
の
登
録
と
な

西
荒
屋
公
民
館
９：

３０
〜
１０：
００

宮
坂
公
民
館

１０：

15
〜
１０：

３５

４
月
１４
日
木
大
根
布
公
民
館
１０：

５０
〜
１１：

３０

ア
カ
シ
ア
公
民
館

１３：

００
〜
１３：

３０

緑
台
公
民
館

１３：

４５
〜
１４：

３０

向
粟
崎
公
民
館
９：

３０
〜
１０：

15

４
月
１５
日
金
千
鳥
台
公
民
館
１０：

３０
〜
１１：

15

大
清
台
公
民
館
１１：

３０
〜
１２：

００

鶴
ヶ
丘
西
公
民
館

１３：

３０
〜
１４：

15

４
月
１７
日
日
保
健
セ
ン
タ
ー
１０：

００
〜
１２：

００

月

日
曜
日

会

場

時

間
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第3号被保険者の特例が実施されます 

第3号被保険者（厚生年金保険等に加入する方の
被扶養配偶者）の届出の特例が認められます。
第3号被保険者の届出が遅れたときには、2年前ま

ではさかのぼって第3号被保険者の期間となりますが、
それ以前の期間は、「保険料未納の取り扱い」となっ

ていました。今回の改正では、特例の届出をしていた
だくことによって、2年以上前の期間も第3号被保険
者期間として取り扱い、将来その分の年金を受け取
ることができるようになります。

20歳代の方は、本人（配偶者を含む）の所得が一定
額以下の場合は、申請により月々の保険料納付が猶
予されます。（これまでは、所得が一定額以上の世帯
主（親など）と同居している場合には、保険料免除の
対象とはなりませんでした。）
仮に、障害や死亡といった不慮の事態が生じたと

きに、その月の前々月以前の1年間に保険料の滞納
があると障害基礎年金・遺族基礎年金が受け取れな
い場合がありますが、この若年者納付猶予制度の承
認を受けている期間は、滞納の扱いとはなりません
ので万一の時にも安心です。また、満額の老齢年金を
受け取るために、その後10年間のうちに保険料を納

付することができます。（2年以上経過後は保険料に
一定の加算がかかります。）

なお、平成17年3月までに第3号の届出があり、社
会保険庁において第3号に該当していながら「保険
料未納の取り扱い」となっていると把握している期
間については、特例の届出は必要ありません。該当す
る方については、すでに特例の届出も行われている
ものとみなして、自動的に保険料納付済の期間への

変更が行われ、社会保険庁から平成17年4月下旬に
お知らせが送付されます。また、該当する方であって
年金受給中の方は、年金額が増額となる場合があり
ますが、この年金額の改定についても、社会保険庁に
おいて実施するため届出の必要はありません。

特別障害給付金制度が始まります 

この制度は、国民年金制度の発展過程において生
じた特別な事情にかんがみ、障害基礎年金等を受給
していない障害者に対して福祉的措置を講じる観点
から給付金の支給を行う制度です。
対象者は、
・平成3年3月以前の国民年金任意加入対象であっ
た学生
・昭和61年3月以前の国民年金任意加入対象であっ
た厚生年金保険等に加入していた方の配偶者
であって、任意加入していなかった期間中に生じた
傷病が、現在、障害基礎年金の1、2級相当の障害の状
態にある方です。
請求書の受付は、平成17年4月1日から住所地の

市区役所・町村役場で受付を開始いたします。給付金
の支給は、請求書を受付した月の翌月からとなりま
すので、給付金を請求する方は平成17年4月中に請
求書を提提出してください。（5月に請求した場合は
6月分からの支給となります。）
障害認定事務は、過去の状況を確認する必要があ

るなど非常に時間がかかる場合があります。個々の
ケースにもよりますが、支給の決定まで数か月必要
となりますので、あらかじめご了承ください。（支給
が決定すれば、請求書の受付月の翌月まで遡って支
給されます。）
なお、収入や年金受給の状況によって支給が制限

されることがあります。

お問い合わせ等は、お近くの社会保険事務所・社会保険事務局までお願いします。

改正前

改正後

保険料未納の扱い

保険料納付済期間

保険料納付済期間

保険料納付済期間

保険料納付済期間

保険料納付済期間

▼昭61.4

▼昭61.4

▼第3号該当

▼第3号該当

▼原則による遡及

▼原則による遡及

▼届出

▼届出

現在▼

現在▼

2年間

2年間特例措置

若年者納付猶予制度の対象となる年収の目安

平成17年度の基準

4人世帯（夫婦・子2人） 258万円

2人世帯（夫婦のみ） 157万円

単身世帯 122万円

※本人だけではなく、配偶者も基準に該当していることが必要です。
※4人世帯、2人世帯は、夫か妻のどちらかのみに所得（収入）がある
世帯の場合です。

若年者納付猶予制度が導入されます（国民年金） 
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皆様方がご自分の費用負担でつくり維持管理を
していただきます。

町が施工、維持管理をします。

最
近
、下
水
道
を
使
用
し
て

い
る
お
宅
を
訪
問
し
、「
役
場

の
方
か
ら
…
」な
ど
と
言
っ
て
、

宅
内
排
水
設
備
の
点
検
・
清
掃

等
を
強
引
に
迫
る
業
者
が
町

内
を
回
っ
て
い
る
と
い
う
問

合
せ
が
町
下
水
道
課
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。町
で
は
各
家

庭
が
管
理
す
る
宅
内
排
水
設

備
の
清
掃
・
点
検
を
業
者
に
お

願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、ご
注
意
下
さ
い
。

宅
内
排
水
設
備
の
点
検
・
清

掃
等
で
特
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
、台
所
か
ら

の
排
水
を
受
け
る
ト
ラ
ッ
プ

桝
で
す
。台
所
排
水
の
油
分
が

固
着
し
、宅
内
配
管
が
詰
ま
ら

な
い
よ
う
に
、こ
の
ト
ラ
ッ
プ

桝
で
貯
留
し
ま
す
。ご
自
宅
の

方
で
は
定
期
的（
2
、3
ヶ
月
毎
）

に
ト
ラ
ッ
プ
桝
の
油
分
等
を

ヒ
シ
ャ
ク
で
取
り
除
く
清
掃

を
し
た
方
が
い
つ
ま
で
も
管

内
の
汚
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
流

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

企
業
局
下
水
道
課

千鳥台1丁目

公園

能登
有料
道路ウェディングヴィラ

マルキーノ金沢

2522 2
80.466坪
252

80.46坪

2655
64.188坪

2699
78.255坪

265
64.18坪

269
78.25坪

敷地平面図
敷地の形状等は実際と多少敷地の形 等は実際と多少
異なります。。

敷地平面図
敷地の形状等は実際と多少
異なります。265.99㎡

212.18㎡
258.68㎡

ご
注
意
く
だ
さ
い

千鳥台1丁目
宅地分譲
内談町土地開発公社が造成した宅地3区画を
分譲いたします。
所在地 内談町字千鳥台1丁目252番地 他
分譲区画数及び面積
区画数 3区画
面積 212.18㎡～265.99㎡
価格 ㎡当り67,000円
施設設備等 上水道、下水道完備

（負担金は別途必要）、
ガスは個別プロパンガス

申込み期限 平成17年4月25日席
申込み要領
宅地分譲申込書を提出して下さい。
（内談町役場2階にあります）
※申込み多数の場合は抽選
申込み問い合わせ先
内談町土地開発公社
（内談町都市計画課内）
牲286―6712

千鳥台一丁目 千鳥台二丁目

能登有料道路

向陽台

東京ストアー

緑台

清湖大橋

内談海水浴場

向粟崎都市緑地
内
談
駅

金
沢
市

至
金
沢

至
穴
水
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一
緒
に
英
会
話
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、
簡
単
な
読
み
物
な
ど

を
通
じ
て
英
語
で
話
す
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
新
し
い
仲
間
を
若
干
名
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
連
絡
先
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
内
談
町
立
清
湖
小
学
校

ラ
ン
チ
ル
ー
ム

日
時
▼
毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

先
生
▼
カ
レ
ン
先
生
（
内
談
高
校
・
英
語
）

費
用
▼
左
記
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

連
絡
先
▼
吉
田

牲
２
３
７
―

６
８
９
８

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の

ご
案
内

優
雅
で
華
や
か
な
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
を
取

り
入
れ
軽
快
な
ダ
ン
ス
音
楽
で
無
理
な
く
あ

な
た
に
合
っ
た
プ
ラ
ン
で
自
分
を
高
め
、
仲

間
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

期
間
▼

①
４
月
１３
日
戚
よ
り
一
年
間

②
４
月
１４
日
斥
よ
り
一
年
間

時
間
▼

①
午
後
８
時
〜
９
時
３０
分

②
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

場
所
▼

①
清
湖
小
学
校
体
育
館

②
向
粟
崎
体
育
館

内
容
▼

一
、
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
入
門
及
び
初
級

（
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
）

二
、
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
中
級

（
６
ヶ
月
〜
一
年
）

受
講
料
▼
２，
５
０
０
円
（
１
ヶ
月
４
回
）

講
師
▼

ビ
ク
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
所
属

・
高
畠
三
郎
（
石
川
県
プ
ロ
・
ダ
ン
ス
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
会
員
）

・
佐
々
木
満
子
（
石
川
県
プ
ロ
・
ダ
ン
ス
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
会
員
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

各
会
場
に
お
越
し
下
さ
る
か
、
ス
ポ
ー
ツ

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
う
ち
な
だ
事
務
局
（
牲
２

３
７
―

１
７
５
１
か
、０
９
０
―

３
７
６
６
―

７

２
４
３
）
へ
お
電
話
下
さ
い
。

教室 期間 曜日 時間帯 受講料（回数） 定員

初めてクロール 4月12日～6月28日 火 昼・夜 5,040円（19回） 各15名

初めてクロール 4月15日～6月24日 金 昼 5,600円（10回） 15名

背泳ぎ＆きっちりクロール 4月18日～6月27日 月 昼・夜 6,160円（11回） 各15名

平泳ぎ 4月21日～6月30日 木 昼・夜 5,600円（10回） 各10名

バタフライ 4月21日～6月30日 木 昼・夜 5,600円（10回） 各10名

マスターズ 4月15日～6月24日 金 夜 5,600円（10回） 15名

★アクアミット 4月27日～6月29日 水 昼・夜 5,040円（19回） 各20名

★ボクシングエアロ 4月19日～6月28日 火 昼 5,600円（18回） 15名

★ボクシングエアロ 4月25日～6月20日 月 夜 6,300円（19回） 15名

内談町屋内温水プールでは次の通り、春の教室の受講生を募集しています。
今回はエアロビクスの無料体験レッスンも行います。楽しく身体をシェイプアップしましょう。

※【時間帯】昼13：45～14：50 夜19：25～20：30

手に水かきのような手袋（ミット）をはめて行う水中エアロビクス
です。水の抵抗を最大限に生かして二の腕のたるみ肩こりの解消、ま
たバストアップに効果があります。ミットはプールで用意します。水
中での運動ですので膝や腰の負担も軽く高齢者にも安心です。

従来の陸上でのエアロビクスにキックやパンチなどボクシングの
動きを取り入れた今流行のボクシングエアロです。楽しくリズミカ
ルに身体をシェイプアップします。

《同時受講がお得です》
1人で教室を2つ同時に受
講すると合計金額から500
円割引致します

注①受付は定員になり次第締め切ります。
②申し込みは直接、温水プールまでお願いします（電話での受付は致しません）。
③詳しい要項は温水プールロビーにおいてありますのでご自由にお持ち下さい。

問い合わせ 内談町屋内温水プール 牲286－1800 担当：酒井まで

★アクアミット（水中エアロ）
無料体験レッスン開催！！《先着順》
●アクアミット

・昼請 4月20日 13：45～（20名）

・夜請 4月20日 19：25～（20名）

●ボクシングエアロ

・昼請 4月12日 13：45～（15名）

・夜請 4月18日 19：25～（15名）

★ボクシングエアロ（2階研修室）
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ス
職
と
い
う
よ
う
に
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建
設
業
、

不
動
産
業
と
い
っ
た
産
業
も
併
せ
て
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

届
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
の
窓
口
で
、

「
出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・
婚
姻
届
・
離

婚
届
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い
（
職
業
・
産
業

例
示
表
）」
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
参

考
の
上
、
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
窓
口
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

金
沢
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
様
へ

「
労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
お
早
め
に
」

労
働
保
険
で
は
毎
年
、
前
年
度
の
確
定
申

告
、
当
年
度
の
概
算
申
告
及
び
保
険
料
納
付

（
こ
れ
を
「
年
度
更
新
」
と
い
い
ま
す
）
を
行

っ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
の
労
働
保
険
年
度
更
新
の
手
続
き
期

間
は
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
２０
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
書
の
作
成
方
法
や
制
度
の
改
正
事
項

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
に
よ
り
労
働
保

険
年
度
更
新
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で

出
席
し
御
確
認
下
さ
い
。

例
年
、
申
告
期
日
が
近
づ
き
ま
す
と
窓
口

が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
４
月
中
に

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
に

御
協
力
を

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動
態
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
皆
さ
ん
か

ら
の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚

の
各
届
書
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況

な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、
国
勢
調
査
の

行
わ
れ
る
年
に
は
、
届
書
に
職
業
の
記
入
も

お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業
の
記
入
も
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉
の
向
上

の
た
め
の
統
計
資
料
と
し
て
活
用
い
た
し
ま

す
。本

年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

届
出
を
さ
れ
る
方
々
に
は
ご
面
倒
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

調
査
期
間
▼

平
成
１７
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
１８
年
３
月

３１
日
ま
で
の
一
年
間

調
査
対
象
者
▼

出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・
婚
姻
届
及

び
離
婚
届
の
届
出
を
さ
れ
る
方
々

調
査
方
法
▼

各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
れ

ぞ
れ
職
業
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
例

え
ば
、「
教
員
」、「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
の
方
は

専
門
・
技
術
職
、「
一
般
事
務
員
」、「
集
金
人
」

の
方
は
事
務
職
、「
飲
食
店
主
」、「
小
売
店
主
」、

「
外
交
員
」
の
方
は
販
売
職
、「
美
容
師
」、「
調

理
師
」、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
」の
方
は
サ
ー
ビ

れ
国
民
的
な
運
動
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま

す
よ
う
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間
▼

春
期：

４
月
１
日
〜
５
月
３１
日

秋
期：

１０
月
１
日
〜
１０
月
３１
日

募
金
の
使
途
▼

①
市
町
村
が
行
う
植
樹
や
水
源
林
な
ど
の
整

備
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
の
緑
化
推
進
活

動
の
支
援
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
住
民
参
加
で
行
う
森
林

整
備
活
動
の
支
援
。

③
森
づ
く
り
を
通
じ
た
緑
の
少
年
団
な
ど
の

人
材
育
成

④
「
緑
の
募
金
」
の
推
進
や
普
及
啓
発

皆
様
か
ら
の
大
切
な
寄
付
金
は
、
主
に
以

上
の
よ
う
な
緑
化
推
進
事
業
や
地
域
活
動
に

用
い
ら
れ
ま
す
。

連
絡
先
▼

石
川
県
金
沢
市
興
１
丁
目
１
９
７
番
地

財
団
法
人
石
川
県
緑
化
推
進
委
員
会

牲
２
４
７
―

７
０
７
５

性
２
４
０
―

７
０
７
６

最
寄
り
の
年
度
更
新
集
合
受
付
会
場
、
石
川

労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
又
は
金
沢

労
働
基
準
監
督
署
で
申
告
手
続
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
労
働
保
険
年
度
更
新
集
合
受
付
の

会
場
、
日
時
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
初
旬

に
各
事
業
場
あ
て
郵
送
さ
れ
る
申
告
関
係
書

類
封
筒
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
労
働
局
・
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

金
沢
市
西
念
３
―

４
―

１

金
沢
駅
西
合
同
庁
舎
５
階

牲
２
６
５
―

４
４
２
２

金
沢
労
働
基
準
監
督
署
・
労
災
課

金
沢
市
新
神
田
４
―

３
―

１０

金
沢
新
神
田
合
同
庁
舎
３
階

牲
２
９
２
―

７
９
３
８

牲
２
９
２
―

７
９
３
９

牲
２
９
２
―

７
９
４
０

『
緑
の
募
金
』に
ご
協
力
を

１７
年
春
期
緑
の
募
金
が
始
ま
り
ま
す

森
林
は
、
水
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
心
の

ふ
る
さ
と
で
あ
り
ま
す
。

森
林
は
、
木
材
の
生
産
は
も
と
よ
り
水
源

の
か
ん
養
、
災
害
の
防
止
、
自
然
環
境
の
保

全
や
増
加
し
つ
つ
あ
る
炭
酸
ガ
ス
を
樹
木
に

と
じ
込
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
な
ど
、
私
た
ち
「
森
の
力
」
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
森
林
を
守
り
、
育
て
る
た
め

「
緑
の
募
金
」が
よ
り
多
く
の
皆
様
に
理
解
さ
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番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者

平成16年度入札契約一覧（100万円以上）

1 2月28日 公共下水道事業計画変更認可申請書作成委託業務 日本上下水道設計㈱北陸事務所 7,665,000

2 2月28日 残土搬出工事 ㈲狭間工業 1,932,000

3 2月28日 蓮湖渚公園進入路盛土工事 浅田建設㈱ 2,089,500

4 3月07日 公園芝管理委託（その1） ㈲茶谷造園 2,215,500

5 3月07日 公園芝管理委託（その2） ㈲グリーンヤマダ 1,942,500

契約金額（税込み）

（単位：円）

内談町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を昨年度から試行しています。試行の対象は予定価格500万円以上の建設工事です。

平成17年2月分 ごみ搬出量

未来のためのリサイクル

（単位：トン）

もえるごみ 482.96 501.19 △18.23 △3.64％

もえないごみ 21.44 17.04 4.40 25.82％

計 504.40 518.23 △13.83 △2.67％

町民1人当り（㎏） 18.71 19.23 △0.52 △2.70％

14.27 27.06 △12.79 △47.27％
缶・びん・ペット
ボトル等

平成17年（Ａ） 平成16年（Ｂ） 差引（Ａ－Ｂ） 増減率

河北潟を取り囲む内談町、かほく市、津幡町、そして

金沢市で、一斉に河北潟沿岸のクリーン作戦を次のとお

り実施します。町民の皆様のご参加をお願いします。

ゴミのない美しい河北潟を、みんなで取り戻しましょ

う！

①日時 4月17日隻 午前9時～10時（小雨決行）

②集合場所 放水路左岸内談橋南詰（医科大坂下）

③当日は、汚れてもよい動きやすい服装でお願いします。
④軍手と長靴をご用意ください。ゴミ袋は、現地で配布
します。

問い合わせ先：内談町町民部町民生活課環境対策室
牲286－6701

振替休館について
5月3日惜は祝日につき下記施設を営業いたします。

5月10日惜は下記施設が振替休館となります。

福祉センター（ほのぼの湯含む）、

歴史民族資料館・風と砂の館、

サイクリングターミナル（バーベキュー、レストラン含む）

屋内温水プール（トレーニング含む）

テニスコート及びその他の体育施設

皆様のご来館をお待ちしております。
財団法人内談町公共施設等管理公社

牲286－1800

展望ラウンジご案内
展望ラウンジが内談役場庁舎6階にて営業しておりま

す。河北潟から、白山連峰、そして日本海など素晴らし

い景色を見ながらおくつろぎいただけます。

☆コーヒー・紅茶・ジュース 各300円

☆午前10時から午後5時まで

☆定休日 土・日・祝日

リサイクル推進のためには、町民の皆様ひとりひとり

のご理解とご協力が必要です。そこで町民の皆様が中心

となり、休日リサイクルステーションの受付や分別指導

などをしていただくボランティアを募集しています。都

合のつく日時だけで結構ですので、多くの皆様のご参加

をお待ちしています。

問い合わせ・応募先 町民生活課環境対策室

牲286－6701

リサイクル推進ボランティア募集

第11回河北潟クリーン作戦 財団法人内談町公共施設等管理公社
からのお知らせ

06 3月07日 北部土地区画北部3号公園整備工事（造成工） ㈱茶谷組 19,057,500 19,606,650

07 3月07日 北部土地区画北部3号公園整備工事（水景施設工） ㈱柿本商会 18,585,000 19,585,650

08 3月07日 北部土地区画北部3号公園整備工事（大型遊具設置工） ㈱エーティーアール 45,780,000 47,481,000

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

（予定価格試行対象工事）
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物 家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（3月22日まで受付分）

希望者 提供者交渉成立

環境対策室

紹介登

録
（
６
カ
月
間
）

登

録
（
６
カ
月
間
）

不用品リサイクルの登録情報は内談町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

譲
り
ま
す

新
着
情
報

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●学習机
●家具調こたつ

●譲って下さい（希望品）
男児服（100㎝以上）、ミキサー、アイロン、電気カーペット、
自転車、電動ベビーラック、パソコンディスプレイ、平均台、
自転車の後部用座席、オーブントースター、
女児洋服（90㎝～160㎝）、ノートパソコン、ベビーゲート、
鶴ヶ丘小制服（150～160㎝）、
清湖小女児制服・ブラウス（160㎝）、電子レンジ、
大根布小女子制服（冬用スカート120～130㎝）、
保育所制服（2歳と5歳児前後）、ミシン、テレビ
三味線（細ざお）、ベビーベッド、自動車用ジュニアシート

●譲ります（提供品）
食器棚、洋服だんす、シングルベッド
布団乾燥機、
内談中男子半袖カッターシャツ（150㎝～160㎝）、
電気ストーブ、男児服（130㎝前後）、
食器乾燥機

不用品リサイクル登録情報

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談
（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
談
町
働
く
女
性
の
家

と

き
▼
４
月
１５
日
昔

午
後
１
時
〜
４
時

平
成
１７
年
度
は
ま
な
す
大
学

学
級
生
募
集

目
的
▼
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
様
々
な
分
野
の
講
師
を

招
き
、
新
し
い
知
識
や
教
養
を
身
に
付
け
る
と
共
に
、

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

対
象
▼
町
内
在
住
で
、
年
齢
６０
歳
以
上
の
方

期
間
▼
平
成
１７
年
５
月
〜
平
成
１８
年
３
月
（
１５
回
の
講
座
）

会
場
▼
内
談
町
文
化
会
館

会
費
▼
年
１，
０
０
０
円

申
込
▼
４
月
２２
日
昔
ま
で
に
、
年
会
費
を
添
え
て
各
地
区

学
級
委
員
、
又
は
事
務
局
ま
で
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
は
ま
な
す
大
学
事
務
局
（
文
化
会
館
内
）

牲
２
８
６
―

１
１
２
３

今
月
の
納
税
納
期
限
平
成
１７
年
５
月
２
日
席

―
町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
―

○
国
民
健
康
保
険
税

第
１
期

町
税
（
町
民
税
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続

き
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用
金

庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課



2005.4.5.（22）

バ
ス
・
交
通
安
全

【鶴ヶ丘住宅線 運行系統図】

電車 浅野川線 電車 浅野川線

6：23 
6：46 
9：00 
10：12 
11：32 
12：44 
13：34 
15：16 
16：44 
18：10 
18：32 
18：54 
19：16 

 

6：40 
7：03 
9：17 
10：29 
11：49 
13：01 
13：51 
15：33 
16：58 
18：27 
18：49 
19：11 
19：33 

 

北鉄金沢駅 内談駅

バス 鶴ヶ丘住宅線 バス 鶴ヶ丘住宅線

6：42 
7：05 
9：19 
10：31 
11：51 
13：03 
13：53 
15：35 
17：01 
18：29 
18：51 
19：13 
19：35 

 

6：50 
7：13 
9：27 
10：39 
11：59 
13：11 
14：01 
15：43 
17：09 
18：37 
18：59 
19：21 
19：43 

 

医大病院内談駅 内談駅 内談駅
6：58 
7：21 
9：35 
10：47 
12：07 
13：19 
14：09 
15：51 
17：17 
18：45 
19：07 
19：29 
19：51

白帆台
6：46 
7：09 
7：30 
9：00 
9：47 
11：02 
12：20 
13：34 
14：04 
15：39 
17：05 
17：27 
18：55 
19：17 
19：39

医大病院白帆台
6：52 
7：15 
7：36 
9：06 
9：53 
11：08 
12：26 
13：40 
14：10 
15：45 
17：11 
17：33 
19：01 
19：23 
19：45 

 

7：02 
7：25 
7：46 
9：16 
10：03 
11：18 
12：36 
13：50 
14：20 
15：55 
17：21 
17：43 
19：11 
19：33 
19：55

7：08 
7：30 
7：53 
9：24 
10：12 
11：32 
12：44 
14：04 
14：28 
16：00 
17：26 
17：48 
19：16 
19：39 
20：00

7：27 
7：48 
8：11 
9：38 
10：29 
11：49 
13：01 
14：21 
14：42 
16：18 
17：44 
18：06 
19：33 
19：54 
20：17

北鉄金沢駅

（月～金） 

（土曜日・日・祝日） 

鶴
ヶ
丘
住
宅
線
白
帆
台
系
統
バ
ス
時
刻
表
平
成
17
年
4
月
1
日
よ
り

4月1日より内談駅～白帆台ニュータウンの
運行が朝、夕、増便となりました。

内談駅 鶴ヶ丘
医科大
病 院

内談町
福祉センター 内談町総合公園

（屋内温水プール前） 白帆台
ニュータウン

電車 浅野川線 電車 浅野川線

7：00 
7：48 
9：00 
9：48 
11：32 
12：44 
13：34 
15：16 
16：24 
17：36 
18：48

7：17 
8：05 
9：17 
10：05 
11：49 
13：01 
13：51 
15：33 
16：41 
17：53 
19：05

北鉄金沢駅

ラブロ前（旧大和） 香林坊 武蔵ヶ辻 金沢駅西口 西割出 内談駅
23：25 23：26 23：28 23：35 23：43 24：00

バス 鶴ヶ丘住宅線 バス 鶴ヶ丘住宅線

7：19 
8：07 
9：19 
10：07 
11：51 
13：03 
13：53 
15：35 
16：43 
17：55 
19：07

7：27 
8：15 
9：27 
10：15 
11：59 
13：11 
14：01 
15：43 
16：51 
18：03 
19：15

医大病院内談駅 内談駅 内談駅
7：35 
8：23 
9：35 
10：23 
12：07 
13：19 
14：09 
15：51 
16：59 
18：11 
19：23

白帆台
7：24 
7：48 
8：36 
9：47 
11：02 
12：20 
13：34 
14：04 
16：00 
17：12 
18：24 
19：36

医大病院白帆台
7：30 
7：54 
8：42 
9：53 
11：08 
12：26 
13：40 
14：10 
16：06 
17：18 
18：30 
19：42

7：40 
8：04 
8：52 
10：03 
11：18 
12：36 
13：50 
14：20 
16：16 
17：28 
18：40 
19：52

7：48 
8：12 
9：00 
10：12 
11：32 
12：44 
14：04 
14：28 
16：24 
17：36 
18：48 
20：00

8：05 
8：29 
9：17 
10：29 
11：49 
13：01 
14：21 
14：42 
16：41 
17：53 
19：05 
20：17

北鉄金沢駅

4

「きれいな運転」とは、運転中の携帯電話、シートベルトの着用
など法律を守るのは勿論のこと、周囲の人や車にも気を配る
ことによって、みんなが気持ちよく、安全に、愉しく走れるよ
うになる運転です。

運転手の皆さんは、マナー（行儀や作法）を忘れて自分の都
合だけで運転してしまうのが現実ではありませんか。それは
決して無茶な運転をしようと思っているわけではないはずです。
しかし、そこには「きれいな運転」をしようとする意識はして
いないのではないでしょうか？

初心者のうちは余裕がないから周囲の車に気を配ることは
出来ないかもしれません。しかし、それをカバーするのが経験
豊富な運転者の役目（マナー）なのです。

「きれいな運転」はゆとりと思いやりの気持ちを持って
○キープレフトと車間距離を守る ○後続車のことも考える
○大回りの右（左）折はしない ○歩行者優先を忘れない
○早め、確実な合図をする ○迷惑駐車はしない
を目指して安全な交通社会を築きましょう。

この運動は、県民総ぐるみの交通マナーアップ運動を推進し、
1人ひとりに交通安全思想の普及と高揚を図り、交通ルールの
遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けるとともに、交通
事故防止の徹底を図ることを目的に実施されるものです。

期間
4月6日戚から4月15日昔
スローガン
～交通マナーアップ石川～
～かっこいい ゆっくり走れる お父さん～
運動の重点
◆新入学児童（園児）と高齢者を交通事故から守ろう。
◆うしろの席も含めたシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用をしよう
◆二輪車・自転車の安全利用に努めよう。

うしろの席も 
カチッとね！！ 
うしろの席も 
カチッとね！！ 

交通安全は
家庭・地域から

① は増便 ②金沢医科大前のバス停が平成17年4月1日からすべてのバス（特急バス含む）
医科大ロータリーへ入って停車することになりました。

③深夜バス（ラブロ前～内談駅）は継続しますので
御利用ください。

お知らせ

きれいな運転を目指して（交通マナーアップ運動）

内談駅
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

Vegemite
1922年に発明されたvegemite

（ベジマイト）は、濃縮酵母菌で作ら

れています。ピーナッツバター状の

黒いペーストで、食パンに塗って食

べられることが多く、オーストラリアの一般的な

朝食です。しょっぱくて、強いにおいがある、クセ

の強い食材で、日本での納豆と同じように、オース

トラリア人しか好きじゃないと言われています。

��������
日本人と日本在住の外国人が集まった時に、日本人か

ら“私ヨーロッパヘ行った時、いつも中国人と言われま

した。何故かな？”と聞かれました。ドイツ人の反応は、“私

は日本に来て、いつもアメリカ人といわれるよ。”そうで

すか！ 間違わないようにするためには、日本人以外の

外国の方で国籍が分からない場合は、国籍を使わず、“外

人”と言いましょう。

また外人の集まりで、アジア系の外人からこの不平が

ありました。「私は、日本語もできるし、見た目も日本人

と似ているから、外人として認められない！ 外人は白

人か黒人だけだと言われてしまったよ！」日本人でもな

い、外人でもない、微妙ですね！

母親だけが日本人の友達は、こう発言しました。「私は

いつもハーフ（half）と言われているよ。ハーフで、半分

の人間？（Am I half a person？）」皆は笑いました。そ

れぞれの文化や種族、言葉を持つ外国人達は、二つの目

と一つの鼻、一つのロがあるので、異星人じゃないこと

はあきらかです。

私は外国へ行った時、「日本人？」と聞かれて、

「いいえ、オーストラリア人です」と答えて、「あなたはア

ジア人に見えるから、オーストラリア人じゃない！」と

初めて言われました。オーストラリアのことをあまり知

らない人に、自分の“アイデンティティ”を奪い取られて

しまったのが、悲しかったです。

今、石川県で国際交流員として働いているオーストラ

リア人は4人います。一人はアイルランドの出身、一人は

台湾の出身（私です）、一人はオーストラリアで生まれた

が、父親はハンガリー人、母親は日本人、もう一人はフィ

ジー出身で、インド人の父親とオーストラリア人の母親

の間に生まれましたが、オーストラリアで育ちました。

4人とも皮膚の色こそ違えオーストラリア人と認められ

て、オーストラリアの代表として日本との交流をしてい

ます。4人とも“オーストラリア人の国際交流員”という

アイデンティティを持ちます。

司馬遼太郎の本の中で、この文章を見つけました。「私

は偶然、日本人にうまれた。…、それだけの理由で日本の

ことを知っているかのような錯覚を持っている。多くの

日本人もわたしと似たような錯覚を持っているにちが

いなく、ときどきそれが錯覚にすぎないということに気

ついて愕然とする…」（「人間というもの」より）。日本人

という“アイデンティティ”は何ですか？ 辞書を調べ

てみると、identityの意味は独自性、個性です。確かに、国

際社会で、日本という国はとても独特な国ですが、日本

人一人一人の個性と独自性はどうですか？

例えば、私は、牛乳アレルギーで、納豆とチョコレート

が嫌いです。私は、去年白山に登りました。今年は富士山

に登りたいです。私は3人兄弟の1番上です。そして、この

世界大勢の人々の中、一人しかいないパトリアシア・パ

ンという人間のアイデンティティを持っています。

皆さんのアイデンティティは何ですか？
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

3才児健診
4月 12日（火）対象13年12月生
5月 10日（火）対象14年 1月生

（受付時間）13：00～14：00

1才6か月児健診
4月 19日（火）対象15年 9月生
5月 17日（火）対象15年10月生

（受付時間）13：00～14：00

4か月児健診
4月 26日（火）対象16年12月生
5月 24日（火）対象17年 1月生

（受付時間）13：00～14：00

BCG接種

●BCG 接種（受付時間）13：15～14：00

5月9日（月）対象　平成17年01月生

4月からBCG接種
のみに変わりました！！

ひよこっこサークル
4月27日（水）対象 5～6か月児

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30

教 室 13：30～15：00

（内容）こどもたちの栄養を考えよう
～離乳食すすんでる？～

※ 5～6か月児以外の方でも、離乳食のす
すめ方などで聞きたいことがある方はお
越しください。

4月28日（木）

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

絵本の読みきかせや
フリートーク、子ども
と楽しむ手あそびなど
もあります。お母さん、
おばあちゃんなどおと
なだけの参加もどうぞ！
どなたでもお気軽に
おいでくださいネ。

会場：保健センター
時間：15：00～17：00

＊子どもの育児相談・栄養相談
＊健診後の健康相談
＊肥満、糖尿病、高血圧などの相談
＊心の健康相談
＊なお、栄養相談は事前にご連絡ください。

『三びきのやぎのがらがらどん』
マーシャ・ブラウン え
せた ていじ やく

10：30～11：00
0～2才児のための絵本

11：00～11：30
3才～小学生のための絵本

4月はお休みです。

※5月からの日程は
次の広報でご確認ください。

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

すくすく赤ちゃん!!
0才児の親子あそびの教室

ポリオ予防接種
（受付時間）13：15～14：00

※平成15年11月生以前のお子さんでポリオ
予防接種が終わってない方も接種できます。
（ただし、満7歳6か月未満の方に限ります。）

4月25日（月）
【対象】平成15年12月～

平成16年2月生（2回目）
5月16日（月）

【対象】平成16年3月～
平成16年5月生（2回目）

5月23日（月）
【対象】平成16年6月～

平成16年8月生（1回目）
5月30日（月）

【対象】平成16年9月～
平成16年11月生（1回目）

保健センターでは、 
月に1回、健康相談日を 
設けました。お気軽に 
ご利用ください。 

4月11日（月）

次回は、
5月2日（月）

です。
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み
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瑛
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し

田だ

陽は
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渡
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わ
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な
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緑
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鶴
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藤ふ
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鶴
ヶ
丘
５

国く
に
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憲け
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一い
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浦う
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鶴
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丘
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え
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わ

透
と
お
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鶴
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２

藤ふ
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志
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し
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鶴
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丘
２
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3月9日までの
届出分

直
樹
・
佳
子

向
粟
崎
１

和
則
・
ひ
と
み
千
鳥
台
１

彰
・
加
奈

鶴
ヶ
丘
４

和
孝
・
由
美
子
大
根
布
６

誠
・
好
子

千
鳥
台
３

幸
男
・
桂
子

向
粟
崎
２

博
義
・
美
紀

西
荒
屋

健
太
郎
・
陽
子
鶴
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次回のまいどさんは二ツ谷さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

二ツ谷文江さん（西荒屋）

今月は 上田敦子さん から紹介のあった、二ツ谷 文江さん に登場していただきます。

こんにちは。
結婚を機に内談町に移住して24年になります。
自然豊かな河北潟と雄大な日本海に囲まれ、伝統文化の生きづい

たこの町が大好きです。
私は学校5日制が導入された年から地域の子供達と土曜日自宅で

お菓子作りをしています。当初私にも2人の小学生がいましたので、「学
校5日制ゆとり教育」には疑問を抱きながらのスタートでした。ですが、
先生方の協力や父兄の方の励ましの言葉に支えられ11年目を迎え
ようとしています。
これからも多くの子供達との出逢いを大切に、やさしさと思いや

りの漂う手作りならではの温かさを伝えていけるよう努力していき
たいです。

町へ一言：未来を担う子供達に安全に学べる環境作り。

うえ だ あつ こ ふた つ や ふみ え

ふた つ や ふみ え

井
田

い

だ

幸
作

こ
う
さ
く

千
鳥
台
３

７５
才

粗よ
し

野の

ヨ
シ
子こ

ア
カ
シ
ア
２
９１
才

伴
道

ば
ん
ど
う

友と
も

治じ

緑
台
２

８９
才

重
島

じ
ゅ
う
し
ま

一か
ず

男お

大
清
台

７２
才

杉
浦

す
ぎ
う
ら

友
粗

と
も
き
ち

向
粟
崎
２

７５
才

米よ
ね

田だ

八
重

や

え

向
粟
崎
２

９２
才

五ご

辻つ
じ

眞
知
子

ま

ち

こ

旭
ヶ
丘

５５
才

南み
な
み

芳よ
し

子こ

鶴
ヶ
丘
４

８２
才

島し
ま

田だ

茂し
げ

夫お

向
粟
崎
２

７０
才

松ま
つ

野の

貞
幸

さ
だ
ゆ
き

大
根
布
６

７２
才

坂さ
か

井い

なな

か
緑
台
１

１０５
才

前ま
え

田だ

隆た
か

司し

大
根
布
１

下し
も

祐
佳
子

ゆ

か

こ

大
根
布
１

山や
ま

田だ

裕や
す

弘ひ
ろ

愛
知
県

北き
た

川が
わ

麻ま

弓ゆ
み

向
粟
崎
２

善
意
の

善
意
の
花

●

老
人
ク
ラ
ブ
が
集
中
豪
雨
・

台
風
・
地
震
災
害
へ
義
援
金

昨
年
、
全
国
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
集
中
豪
雨

や
台
風
、
さ
ら
に
新
潟
中
越
地

震
に
よ
り
多
く
の
高
齢
者
が
被

災
さ
れ
た
事
態
を
受
け
、
内
談

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

町
内
１６
老
人
ク
ラ
ブ
が
友
愛
の

心
を
届
け
る
募
金
活
動
に
取
り

組
み
、
総
額
２５
万
１
千
４
３
３

円
の
義
援
金
を
届
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

内
談
町

●

と
り
重
様
よ
り
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

内
談
町
社
会
福
祉
協
議
会



2005.4.5.（26）
広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　1286－6720

毎週

火・金

毎週

月・木

毎週

火・金

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ 下記のとおり毎週月・木曜日の地区

と火・金曜日の地区に分かれています。

2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴ヶ丘4丁目

鶴ヶ丘5丁目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大学 1 丁目

大学 2 丁目

大 根 布

宮 坂

北部土地区画

西 荒 屋

室

湖 西

15

15

15

15

14

14

14

15

22

21

21

17

22

22

22

22

22

22

22

19：00～20：00

18：30～19：30

19：00～20：00

19：30～20：30

19：00～20：00

20：00～21：00

19：00～20：00

6：30～7：30

6：30～7：30

19：00～20：00

19：00～20：00

8：00～8：30

8：00～9：00

19：00～20：00

18：30～19：30

19：00～20：00

19：00～20：00

18：00～19：00

18：30～19：30

20

20

20

20

19

19

19

20

27

26

26

22

27

27

27

27

27

27

27

19：00～20：00

18：30～19：30

19：00～20：00

19：30～20：30

19：00～20：00

20：00～21：00

19：00～20：00

6：30～7：30

6：30～7：30

19：00～20：00

19：00～20：00

8：00～8：30

8：00～9：00

19：00～20：00

18：30～19：30

19：00～20：00

19：00～20：00

19：00～20：00

18：30～19：30

資源物もえない
ごみもえるごみ 資源物もえない

ごみもえるごみ

4月 5月

13

〃

〃

〃

8

〃

〃

1

8

1

〃

〃

〃

6

〃

〃

〃

〃

〃

〃

毎週

火・金

毎週

月・木

毎週

火・金

18

〃

〃

〃

13

〃

〃

6

13

6

〃

〃

〃

11

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,707
454
431
794
1,314
745
1,580
969
669
1,645
518
396
381
429
179
525
232
86

13,054
3

1,785
545
464
867
1,328
809
1,666
1,053
705
1,676
482
617
394
449
175
535
272
85

13,907
7

3,492
999
895
1,661
2,642
1,554
3,246
2,022
1,374
3,321
1,000
1,013
775
878
354
1,060
504
171

26,961
10

1,170
359
328
606
843
528
1,112
725
527
1,113
466
563
275
263
109
315
150
54

9,506
5

内談町字別人口世帯数 平成17年2月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区 分
人 口

男 女 総 数
世帯数

4～5月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住 所 T E L
4/10
（日）

4/17
（日）

4/24
（日）

4/29
（金・祝）

5/1
（日）

5/3
（火・祝）

5/4
（水・休）

5/5
（木・祝）

5/8
（日）

山田耳鼻咽喉科医院 津幡町津幡ロ5-10 288-2084

なかお医院（内） かほく市七窪ハ17-6 283-6655

河北中央病院（内） 津幡町津幡ハ104 289-2117

土島整形外科医院 内談町旭ヶ丘148 238-4858

久保医院（内･小） かほく市宇野気ヌ167 283-0017

藤井産婦人科医院 内談町向陽台1丁目225 238-5151

政岡医院（内･小） 内談町鶴ヶ丘4丁目1-265 286-1766

山崎外科胃腸科医院 津幡町加賀爪リ20 289-2288

田中医院（耳鼻咽喉科） 内談町向陽台2丁目224 237-6923

一林医院（内･小） 津幡町庄ウ3 289-2002

松岡医院（内･小） 津幡町越中坂90 288-1013

秋山クリニック（胃腸･内･肛門）内談町ハマナス1-8-1 286-8843

船木整形外科医院 かほく市白尾イ44-1 283-4353

サンクリニックやまだ（小･内）津幡町潟端461-10 289-3929

かねだ医院（内･神経内） かほく市高松ヲ2-6 281-1164

おおたクリニック（内･小） 津幡町太田は112 288-6000

宗平内科医院（内･循･神内）津幡町井上の荘2丁目1-1 288-7600
保志場医院（産婦･内･小） かほく市高松ノ90甲 281-0069

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

祝日、振替休日も、もえるごみの収集をします。
ただし、5月3日～5日の収集はありません。

※

向 粟 崎 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所

4月13日（水）
5月18日（水）

4月14日（木）
5月19日（木）

4月15日（金）
5月20日（金）

問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

お願い
・上記時間内にお持ちください。
・新聞に折込チラシが混ざっていても構いません。
・新聞社から提供されるビニール製などの古新聞入れは
もえるごみなので持ち込まないでください。

22
11：00～12：00
18：30～19：30

27
11：00～12：00
18：30～19：30

発 行 内談町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920－0292 石川県河北郡内談町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

1.紙類について
日時 4月24日、6月19日、8月21日、10月30日、12月18日
時間 午前10時～11時30分（時間厳守）
場所 田中畜産食肉㈱内談工場前駐車場
（大根布5丁目73番地、中山器材産業横）

収集品目 ①新聞（新聞チラシが混ざっていても構いません）
②雑誌類（包装紙、ティッシュ箱等含む）
③ダンボール（止め金をはずす）

※ ビニール、ナイロン等は必ずはずしてください。
（ハサミなどをご持参ください。）

2.缶類について
日時 5月22日、7月31日、9月25日、11月20日、3月19日
時間 午前10時～11時30分（時間厳守）
場所 役場西側1階駐車場
収集品目 ①アルミ缶、スチール缶 ②びん（3色に分ける）

③紙パック ④ペットボトル ⑤廃食用油
※ 軽く洗ってお持ちください。

今年度も、下記の日程で日曜日の資源物の持ち込み収集を行い
ます。引き続きごみの減量化にご協力をお願いします。

休日のリサイクルステーション設置についてのお知らせ


